
　

３
月　

日
に
閉
会
し
た
平
成　

年
稲
城
市
議
会
第
一
回
定
例
会

（
３
月
議
会
）
で
は
平
成　
年
度
の

予
算
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月　

日
執
行
予
定
の
稲
城
市

議

・
市
長
選
を
間
近
に
控
え
る
こ

と
も
あ
り
、
そ
れ
を
意
識
し
た
（
＝

選
挙
の
争
点
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
）
一
般
質
問
や
陳
情
が
多
く

提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
議
員

の
発
言
・
判
断
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

議
会
映
像
検
索www.inagi-city.stream.jfit.co.jp/
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議
会
初
日
に
髙
橋
勝
浩
市
長
か

ら
施
政
方
針

（
市
の
現
状
、
予
算

編
成
方
針
、
主
要
な
政
策
な
ど
）

が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
施
政
方
針
に

対
し
、
各
会
派
か
ら
代
表
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
起
風
会
は
毎
年
交

代
で
代
表
質
問
を
し
て
お
り
、
本

年
は
中
田
中
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
で
は
「
地
方
創
生
」

の
国
補
助
金
を
活
用
し
た
８
事
業

が
含
ま
れ
て
お
り
、
活
用
方
法
を

中
心
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
質
問
は　

名
の
議
員
が
登

壇
。
中
田
は
教
育
・
Ｉ
Ｔ
に
つ
い
て
、

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
不
備
、
市

や
∪
Ｒ
が
住
民
理
解
を
深
く
得
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
点
は
十
二
分
に

反
省
す
べ
き
と
指
摘
。
今
後
の
条

件
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
に
市
も
全

力
で
取
り
組
む
と
の
言
質
を
得
て

「
趣
旨
採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
１
日

目
に
予
算
全
体
に
関
わ
る
総
括
質

問
、
２
～
４
日
目
に
総
務

・
福
祉

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
組
織

「
住
民
協
議
会
」
を
視
察
（
松
坂
市
）

　

松
坂
市
は
、
住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治

会
中
心
に
地
域
を
包
括
す
る
組
織

体
「
住
民
協
議
会
」
を
市
内　

地

区
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

設
置
に
至
る
経
緯
や
制
度
概
要

（
結
成
理
由
、
方
針
、
４
年
間
の
実
績
）

　

地
に
足
を
つ
け
、
自
治
会
や
防

災
組
織
、
地
域
行
事
に
は
主
体
的

（
お
客
さ
ん
で
は
な
く
）
に
参
画

し
、
汗
水
を
流
し
な
が
ら
街
づ
く

り
を
す
る

（
街
頭
演
説
な
ど
「
選

挙
活
動
」
と
同
様
の
行
為
で
は
な

く
、
内
部
か
ら
事
を
起
こ
す
。
（
し

か
し
、
活
動
報
告
は
常
時
行
う
）

　

党
利
党
略
に
巻
き
込
ま
れ
ず
、

批
判
の
た
め
の
批
判
を
せ
ず
、
完

全
無
所
属
、
地
域
住
民
の
代
弁
者
・

代
理
と
し
て
束
縛
無
く
、
あ
ら
ゆ

る
事
象
に
対
し
て
「
是
々
非
々
」

で
判
断
、
行
動
を
す
る
。

　

二
人
と
も
元
々
は
普
通
の
会
社

員
、
「
脱
サ
ラ
議
員
」
、
常
に
背
水

の
陣
で
取
り
組
む
姿
勢
を
保
つ
。

　

※
中
田
は
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
㈱
、
鈴
木

は
㈱
Ｒ
Ｍ
Ｃ
（
現
Ｒ
Ｃ
Ｏ
）
の
出
身
。

　

以
上
を
約
束
と
し
、
次
の
３
目

標
で
合
意
出
来
た
た
め
、
新
人
２

人
会
派
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

①
地
域
組
織
の
情
勢
と
発
展

（
若

葉
台
を
平
尾
の
よ
う
な
調
和
の
取

れ
た
地
区
に
）
を
目
指
す
。
既
存

地
域
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
共
に
手
を

携
え
て
持
続
発
展
す
る
街

・
稲
城

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
。

②
平
尾
が
近
郊
都
市

・
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
と
し
て
再
生
を
果
た
し
、
将

来
の
向
陽
台

・
長
峰

・
若
葉
台
の

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

農
業
・
観
光
業
の
融
合

（
練
馬
区
）

　

都
市
農
業
で
あ
る
稲
城
市
に
も

応
用
可
能
な
「
農
園
食
堂
」
（
市

民
農
園
と
レ
ス
ト
ラ
ン
が
一
体
化
）

を
視
察
。
他
、
立
川
市
で
調
理
場

が
付
帯
し
た
農
園
等
、
＋
α
の
付

加
価
値
で
農
業
振
興
を
模
索
。起風会を結成（2011.5 撮影）以来４

年間、日々会派内討論の連続でした。

起
風
会
と
は
？

に
つ
い
て
市
長
や
担
当
職
員
か
ら

説
明
い
た
だ
い
た
後
、
現
地
視
察

に
も
伺
い
ま
し
た
。
主
体
的
に
動

く
住
民
を
増
や
す
取
組
み
と
し
て

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

鈴
木
は
防
災

・
交
通
問
題
や
街
再

生

・
発
展
を
中
心
に
、
任
期
最
後

の
登
壇
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地

域
の
課
題
や
４
年
間
を
総
括
す
る

質
問
を
行
い
、
こ
の
間
の
成
果
を

確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

建
設
環
境
委
員
会
で
は
陳
情
２

件

（
①
長
峰
地
区
あ
す
か
創
建
の

件
、
②
南
山
高
盛
土
の
件
）
、
議

会
運
営
委
員
会
で
は
陳
情
１
件

（
③
議
員
定
数
３
名
削
減
）
が
あ

り
、
大
変
多
く
の
住
民
の
方
々
を

迎
え
て
の
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

①
に
関
し
ま
し
て
は
、
法
的
に
根

本
解
決
が
難
し
い
た
め
採
択
に
は

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け

先
進
自
治
体
を
視
察
！

文
教

・
建
設
環
境
の
分
科
会
別
に

詳
細
審
議
、
５
日
目
に
委
員
会
と

し
て
の
採
決
を
行
い
全
て
が
審
議

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

起
風
会
と
し
て
は
、
市
財
政
の

健
全
性
の
確
保
を
最
優
先
と
し
、

そ
の
上
で
、
地
域
活
性
化
、
防
災
・

消
防
、
教
育
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
、
自
ら
の
地
域
活
動
の
中
で
の

気
付
き
や
市
民
か
ら
の
声
が
市
政

に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

と
い
う
視
点
で
チ
ェ
ッ
ク
、
そ
し
て

執
行
に
当
た
っ
て
提
案
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
議
員
提
出
議
案
２
件

（
集
団
的
自
衛
権
の
閣
議
決
定
撤

回
、
原
発
再
稼
働
反
対
）
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
両
件
と
も
会
派

と
し
て
「
否
決
」
し
て
い
ま
す
。

き　　　　　 　　ふう　　　　　　　　かい 

③
健
全
財
政
の
維
持
と
市
内
地
域

格
差
を
解
消
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
基
本
中
の
基
本
で
あ
る

「
安
心
安
全
の
暮
ら
し
」
を
実
現

す
る
防
災

・
救
急
体
制
の
整
備
に

防
災
人
と
し
て
取
り
組
み
、
子
育

て
世
代

（
社
会
を
支
え
る
２
０
～

４
０
歳
代
）
の
一
員
と
し
て
、
責

任
を
持
っ
て
次
世
代
の
た
め
に
成

す
べ
き
こ
と
を
成
し
て
来
ま
し
た
。
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　【役職・資格等】
・稲城市議会議員（現職最年少）
　同　建設環境委員会 委員
　同　議員定数調査特別委員会 委員
・稲城市消防団第六分団（平尾地区）団員
・稲城青年会議所 副理事長
・稲城市バドミントン連盟（男子代表選手）
・稲城中高生のための第九演奏会実行委員
・杉山神社奉賛会 理事
・平尾宅地分譲自治会 事務局長
・日本防災士機構 認定防災士
・日本赤十字社 救急法救急員
・東京都三市収益事業組合議会議員
・林英臣政経塾 塾士補（第九期生）　　 他

★
普
段
聞
け
な
い
こ
と
も
遠
慮

な
く
と
い
う
こ
と
で
、
皆
が
知

り
た
い
だ
ろ
う
こ
と
を
聞
き
ま

す
。
「
議
員
は
暇
」
と
揶
揄
さ

れ
ま
す
が
、
公
務
以
外
は
ど
ん

な
活
動
を
し
て
、
実
際
の
休
み

は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
？

中
田
：
自
治
会
、
自
主
防
、
管

理
組
合
な
ど
の
地
縁
組
織
と
青

少
育
、
体
育
振
興
会
な
ど
の
地

域
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お

休
み
は
月
４
～
５
日
程
度
で
す
。

鈴
木
：
私
は
自
治
会
事
務
局
長
、

消
防
団
、
青
年
会
議
所
、
神
社

奉
賛
会
等
を
は
じ
め
、
身
体
と

時
間
が
許
す
限
り
活
動
し
て
い

ま
す
。
休
み
は
月
平
均
２
～
３

日
程
。
多
く
の
方
々
と
交
わ
る

日
々
で
大
変
充
実
し
て
ま
す
。

★
元
々
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
お
二

人
の
目
線
で
、
内
部
か
ら
見
た

議
員
・
議
会
は
い
か
が
で
す
か
？

鈴
木
：
私
が
議
員
を
目
指
し
た

理
由
は
、
「
世
代
循
環
型
の
街

を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
想
い
か

ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
和
の

精
神
で
地
域

・
議
会

・
行
政
が

協
議
し
て
前
に
進
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
思
想
は
違
え
ど
、
日
々

粉
骨
砕
身
の
活
動
を
さ
れ
て
い

る
議
員
が
多
い
で
す
が
、
一
部

に
は
と
に
か
く
批
判
あ
り
き
、

批
判
の
た
め
の
批
判
が
ス
タ
ー

ト
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
議
会
は
議
論
の
場
、
指
摘

と
同
時
に
代
替

・
次
善
策
も
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

★
ひ
と
つ
耳
が
痛
い
話
を
。
昨

年
話
題
と
な
っ
た
号
泣
議
員
の

政
務
活
動
費
不
正
使
用
を
は
じ

め
、
議
員
の
資
質
が
問
わ
れ
、

議
員
報
酬
や
議
員
定
数
の
削
減

も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
ご
時
勢
で

★
政
務
活
動
費

・
報
酬
の
件
は

わ
か
り
ま
し
た
が
、
議
員
定
数

削
減
は
ど
う
考
え
ま
す
か
？

鈴
木
：
「
大
幅
減
員
！
」
と
最

初
か
ら
息
巻
い
て
も
議
会
同
意

は
得
難
い
で
す
。
私
達
は
現
実

的
に
同
意
が
取
れ
る
数
で
着
実

に
進
め
る
方
針
で
す
。
現
在
の

稲
城
市
議
会
は
実
質
７
人
☓
３

常
任
委
員
会　

 

名
に
議
長
を
加

え 　

名
で
す
が
、
議
長
職
が
委

員
兼
務
す
れ
ば
先
ず
１
名
減
員

で
き
ま
す
。
次
に
、
意
見
の
多

様
性
担
保
に
必
要
な
５
～
７
名

を
鑑
み
て
、
委
員
会
の
６
人
体

制
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

★
す
る
と
、
最
大
で
４
名
減
員
、

稲
城
市
議
会
は 　

名
→　
名
と

し
ま
う
の
も
不
公
平
で
す
し
。

中
田
：
補
足
す
る
と
、
「
単
純
に

議
員
削
減
す
れ
ば
議
会
の
質
が

高
ま
る
か
」
（
怠
慢
議
員
が
減

る
か
）
と
い
う
と
そ
う
で
も
な

い
。
選
挙
運
動
や
票
集
め
に
長

け
た
方
、
或
い
は
組
織
力
の
あ

る
方
が
当
選
し
ま
す
の
で
、「
両

刃
の
剣
」
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

★
先
日
の
議
会
で
は
「
３
名
削

減
」
の
陳
情
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
？

中
田
：
鈴
木
君
が
言
っ
た
通
り

で
、
ま
ず
出
来
る
こ
と
か
ら
が

大
切
。
全
議
員
が
一
歩
目
と
し

て
乗
り
出
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

「
１
名
減
」
を
議
員
定
数
特
別

委
員
会
の
中
で
提
案
し
て
い
ま

す
。
更
な
る
議
論
が
必
要
で
す
。

★
わ
か
り
ま
し
た
。
で
は
最
後

に
、
地
方
議
員
に
必
要
な
資
質

は
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
か
？

中
田
：
会
派
の
結
成
理
由
や
方

針
と
被
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な
い
、
地
に

足
つ
け
て
、
現
場
で
汗
か
い
て
、

不
正
な
く
、
批
判
は
勿
論
、
ア

イ
デ
ア
に
も
富
み
、
何
よ
り
も

意
志
や
人
格
、
行
動
な
ど
の
透

明
性
が
高
い
こ
と
が
最
低
限
求

め
ら
れ
る
資
質
と
考
え
ま
す
。

鈴
木
：
透
明
性
だ
け
は
自
信
あ

り
ま
す
よ
。　

 

日
、
全
日
ｗ
ｅ
ｂ

上
で
公
開
し
て
ま
す
か
ら
！

中
田
：
だ
か
ら
鈴
木
君
は
や
り

過
ぎ
だ
っ
て
。
「
出
る
杭
は
打
た

れ
る
」
の
見
本
だ
ね

（
笑
）

す
が
ど
う
考
え
ら
れ
ま
す
か
？

中
田
：
一
昨
年
の　

月
議
会
で
、

市
職
員
の
一
定
期
間
給
与
引
き

下
げ
に
併
せ
議
員
も
姿
勢
を
見

せ
る
べ
き
と
い
う
議
員
提
出
議

案
が
あ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

★
起
風
会
は
の
よ
う
に
考
え
、

ど
う
対
応
さ
れ
た
の
で
す
か
？

中
田
：
職
員
の
引
き
下
げ
は
国

の
勧
告
、
議
員
報
酬
は
市
民
中

心
の
審
議
会
の
決
定
で
す
。
私

達
は
選
挙
向
け
政
治
に
は
組
み

し
ま
せ
ん
。
た
だ
姿
勢
を
見
せ

る
と
い
う
こ
と
は
一
理
あ
る
と

感
じ
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
同
年

度
の
政
務
活
動
費
を　

 

万
円
近

く
削
減
し
て
返
納
し
ま
し
た
。

鈴
木
：
こ
れ
も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

だ
と
言
わ
れ
れ
ば
そ
こ
ま
で
で

す
が
、
口
先
だ
け
で
な
く
唯
一

実
践
し
た
会
派
と
い
う
点
は
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

鈴
木
：
は
い
。
た
だ
し
注
意
す
べ

き
点
は
、
ご
質
問
さ
れ
た
通
り

の
ご
時
勢
で
す
か
ら
議
員
数
の

「
増
員
」
は
今
後
難
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
よ
っ
て
、
所
沢
市

な
ど
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
議

員
定
数
に
弾
力
的
な
幅
を
持
た

せ　
～　

名
と
し
て
お
き
、
情

勢
に
応
じ
て
そ
の
時
の
議
員
並

び
に
市
民
の
皆
様
で
決
め
ら
れ

れ
ば
良
い
と
考
え
ま
す
。
私
達

が
未
来
の
稲
城
を
担
う
次
の

方
々
の
可
能
性
を
摘
み
取
っ
て

子育て世代、腹をくくった脱サラ議員２名。 次世代に必ず 「良い街」 を残します！

法政大卒→㈱リクルート ( 現ＲＣＯ ) 正
社員入社。大卒後、結婚を期に幼少期を過
ごした平尾に戻る。平成 23 年、稲城市
議会議員初当選。昭和 57 年 5 月生ま
れ・32 歳 O 型。妻子（娘３人）、親世帯、
愛犬１匹との大家族暮らしを実践中。

起
風
会
に
聞
く

昨
年
話
題
と
な
っ
た
「
号
泣
議
員
」

稲
城
市
議
会
に
は
い
な
い
よ
ね
？

22

18

365

21

22

22

18

12

20

都立科学技術大（現 首都大）卒→日本 HP、日本 IBM
に勤務。第 2 子誕生を機に自然・教育環境の充実し
た稲城市に惚れ込み転居。若葉台ワルツの杜在住。
平成 20 年に稲城市教育委員、平成 23 年に稲
城市議会議員初当選。昭和 44 年 6 月生まれ、
45 歳 B 型、妻子 ( 息子 1 娘 1）愛犬 1 匹と同居。
　【役職・資格等】
・稲城市議会議員
　同　福祉文教委員会 前副委員長
　同　総務委員会 副委員長
　同　議会運営委員会 委員
・稲城市土地開発公社 評議員
・若葉台ワルツの杜団地自治会 役員
・若葉台ワルツの杜団地管理組合法人 理事長
・若葉台ワルツの杜自主防災組織 本部長
・若葉台ワルツの杜 防火管理者
・地域教育懇談会六中ブロック 会員（PTA OB）
・青少年育成若葉台地区委員会 地区委員
・若葉台体育振興会 会員
・日本防災士機構 認定防災士　　　　他

議員番号 14 番、　鈴木 誠　すずきまこと 議員番号 13 番、　中田 中　なかたあたる

«

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
近
藤
信
彰»

www.ataru-nakata.comwww.inagi.info
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